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今
年
の
干
支
で
も
あ
る
「
イ
ノ
シ
シ
」。

皆
さ
ん
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

「
猪
突
猛
進
で
真
っ
す
ぐ
し
か
走
れ
な
い
」「
気
性
が
荒
い
」「
ウ
リ
坊
が
か
わ
い
い
」
な
ど
―
―

さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
生
態
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
身
近
な
動
物
じ
ゃ
な
い
し
―
―
」
と
思
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
近
年
は
、
白
鷹
町
で
も
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
情
報
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
中
に
町
に
寄
せ
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
情
報
は
10
件
ほ
ど
で
、

被
害
作
物
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
芋
類
や
稲
穂
な
ど
。

ま
た
、
作
物
以
外
に
も
水
田
の
畦け

い
は
ん畔

を
掘
り
起
こ
し
て
破
壊
す
る
な
ど
、

農
業
用
、
自
家
消
費
用
問
わ
ず
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
イ
ノ
シ
シ
は
私
た
ち
の
生
活
域
に
出
没
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
生
活
に
害
を
加
え
る
イ
ノ
シ
シ
は
悪
者
な
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
や
農
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
発
生
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

そ
の
生
態
を
紐
解
き
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

イ
ノ
シ
シ
は

悪
者
か

？

特  集

成獣の体重は、60 ～ 100 ㌔。環境によっ
ては、100 ㌔を超えるものもいます。体色
は、黒褐色から赤褐色です。おなじみの「ウ
リ坊」は、生後３カ月程度まで。白または
ベージュ色の縞模様が入ります。縞模様は、
成長とともに薄くなり、消えていきます。

Form

を
掘
り
起
こ
し
て
破
壊
す
る
な
ど
、

で
は
、
な
ぜ
イ
ノ
シ
シ
は
私
た
ち
の
生
活
域
に
出
没
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
生
活
に
害
を
加
え
る
イ
ノ
シ
シ
は
悪
者
な
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
や
農
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
発
生
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

そ
の
生
態
を
紐
解
き
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

成獣の体重は、
ては、100 ㌔を超えるものもいます。体色
は、黒褐色から赤褐色です。おなじみの「ウ
リ坊」は、生後３カ月程度まで。白または
ベージュ色の縞模様が入ります。縞模様は、
成長とともに薄くなり、消えていきます。
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特集　　イノシシは悪者か？

１_植物の根や地中のミミズなどを探すために掘り荒らされ、破壊された水田

畦畔（貝生）　２_水田に残るイノシシの足跡（針生）　３_設置された罠にか

かったイノシシ（滝野）　４_イノシシが歩き回り、踏み荒らされた麦畑（平田）

１２

３

４
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イ
ノ
シ
シ
が
私
た
ち
の
生
活
域
に

出
没
す
る
理
由
は
、
そ
の
生
態
を
知

る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

■
想
像
以
上
に
頭
が
良
い

　

食
料
の
あ
る
場
所
を
覚
え
る
、
園

地
へ
の
侵
入
に
成
功
し
た
仲
間
の
行

動
を
ま
ね
る
な
ど
、
高
い
学
習
能
力

と
記
憶
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
に
と
っ
て
無
害
で
あ

る
と
学
習
す
る
（
慣
れ
る
）
と
、
人

前
に
出
る
な
ど
大
胆
に
行
動
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
高
い
身
体
能
力
の
持
ち
主

　

運
動
神
経
が
良
く
、
時
速
45
㌔

の
速
さ
で
走
り
ま
す
。
ま
た
、
垂

直
１
・
２
㍍
の
高
さ
を
飛
び
越
え
る

ジ
ャ
ン
プ
力
も
持
っ
て
い
る
ほ
か
、

幅
20
㌢
の
隙
間
も
く
ぐ
り
抜
け
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
泳
ぐ
こ
と
も
で
き
、

２
～
３
㌔
の
距
離
で
も
簡
単
に
泳
げ

る
そ
う
で
す
。

　

視
力
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
嗅

覚
・
聴
覚
が
高
く
、
周
囲
の
警
戒
に

あ
た
り
ま
す
。
鼻
で
押
し
上
げ
る
力

も
強
く
、
70
㌔
の
も
の
を
持
ち
上
げ

る
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
実
は
臆
病
で
慎
重
派

　

基
本
的
に
臆
病
な
性
格
で
、
警
戒

心
が
非
常
に
強
く
、
通
り
慣
れ
た
獣

道
を
往
復
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
猪
突
猛
進
」
と
い
う
言

葉
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
真
っ
す
ぐ
に

進
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
左
右
に
曲
が
る
・
急

停
止
・
急
発
進
な
ど
縦
横
無
尽
で
す
。

　

人
を
襲
う
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
自
分
の
生
命
の
危
機
と

判
断
し
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て

逆
上
し
た
と
き
に
人
に
危
害
を
加
え

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
何
で
も
食
べ
る

　

食
性
は
、
植
物
食
を
主
と
し
た
雑

食
性
で
、
人
間
が
食
べ
る
よ
う
な
も

の
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
的
変
化
が
見
ら
れ
、

「
旬
」
の
も
の
を
食
べ
ま
す
。

■
夜
行
性
で
は
な
い

　

本
来
は
昼
行
性
の
動
物
で
す
。
し

か
し
臆
病
な
た
め
、
人
間
の
少
な
い

夜
間
に
活
発
に
行
動
し
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
本
来
、
平
地
を
好
む

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
を
避
け

る
た
め
落
葉
・
広
葉
樹
林
や
茂
み
、

耕
作
放
棄
地
や
竹
林
等
の
食
料
が
豊

富
で
身
を
ひ
そ
め
ら
れ
る
場
所
を
好

み
ま
す
。

　

ま
た
、
湿
地
な
ど
泥
浴
び
の
た
め

の
水
の
供
給
が
豊
富
で
、
人
間
活
動

が
少
な
い
と
こ
ろ
を
好
み
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
薪
炭
と
し
て
の
森
林

利
用
の
減
少
や
、
水
田
・
畑
・
竹
林

の
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
土
地
利

用
の
変
化
が
、
イ
ノ
シ
シ
へ
の
好
適

環
境
を
作
り
、
頭
数
が
増
え
、
生
息

域
を
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

社
会
単
位
は
、
主
に
単
独
の
オ
ス

ま
た
は
子
連
れ
の
メ
ス
グ
ル
ー
プ
と

さ
れ
、
大
所
帯
で
見
か
け
た
場
合
、

母
・
子
・
孫
の
三
世
代
グ
ル
ー
プ
の

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
ど
ん
な
動
物
？

生
態
を
知
る

季節ごとのイノシシの主な食べ物

春期
（５～６月） 草本やタケノコ

夏～初秋期
（７～９月） 双子葉植物

秋季
（10 ～ 12月）

堅果類（ドングリ・クリ）
及び動物質（昆虫・ミミズ）

晩秋～冬期
（11 ～４月）根・塊茎

１_掘り返されたジャガイモ畑（中山）２_イノシシが食い

あさった稲穂。モミをくわえてしごき取って食べる（針生） １

２
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町
で
は
、イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
、

猟
友
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
捕

獲
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
農
作
物
被
害
の
防
止
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る

予
防
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
隠
れ
る
場
所
が
な
い
」「
食
べ

物
が
少
な
い（
食
べ
ら
れ
な
い
）」と
、

イ
ノ
シ
シ
に
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

【
私
た
ち
に
で
き
る
対
策
①
】

■
近
づ
け
さ
せ
な
い

　
明
る
く
見
通
し
の
よ
い
場
所
を
嫌

う
た
め
、
家
や
畑
、
果
樹
園
等
の
外

周
の
草
地
を
刈
り
払
う
こ
と
で
イ
ノ

シ
シ
は
近
寄
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

　
山
際
に
隣
接
す
る
藪
（
や
ぶ
）、

河
川
敷
や
堤
防
、
近
年
増
加
し
て
い

る
空
き
家
や
遊
休
化
し
た
農
地
な

ど
、
野
生
動
物
の
隠
れ
る
場
所
は
な

い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

特集　　イノシシは悪者か？

【
私
た
ち
に
で
き
る
対
策
②
】

■
エ
サ
場
を
な
く
す

　
イ
ノ
シ
シ
は
、
食
料
が
あ
る
場
所

を
覚
え
ま
す
。
収
穫
し
な
い
果
物
や

野
菜
、
家
庭
で
出
た
生
ゴ
ミ
な
ど
、

誘
い
寄
せ
る
も
の
は
な
い
か
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
私
た
ち
に
で
き
る
対
策
③
】　

■
囲
い
で
守
る

　
農
業
あ
る
い
は
自
家
用
の
菜
園

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
守
る
べ
き
畑
や
果
樹

園
は
柵
で
四
方
を
囲
み
、
侵
入
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
柵
に
も
、ネ
ッ
ト
柵
、

電
気
柵
、
金
属
フ
ェ
ン
ス
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
畑
の
規

模
や
作
物
の
種
類
、
侵
入
す
る
鳥
獣

等
を
把
握
し
、
現
場
に
あ
っ
た
も
の

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
電
気
柵

は
、
イ
ノ
シ
シ
に
痛
み
を
覚
え
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
効
果
が
期
待
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
も
し
、
イ
ノ
シ
シ
に

　
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
ら 

　
基
本
的
に
警
戒
心
が
強
い
た
め
、

こ
ち
ら
が
刺
激
し
な
い
限
り
近
づ
い

て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

慌
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
後
ず

さ
り
し
な
が
ら
、
そ
の
場
を
離
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
声
を
出
し
た
り
、
後
ろ
を
向
い
て

逃
げ
た
り
す
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
を
刺

激
し
て
逆
に
襲
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　イノシシを含む野生鳥獣は、「鳥獣の保護及び管

理並びに狩猟の適正化に関する法律」により守られ、

許可を受けない限りむやみに捕獲することは禁止さ

れています。確かに、私たちの生活域に現れ、農作

物を荒らすという側面では、イノシシは悪者といえ

るかもしれません。しかし、イノシシの生態を知り、

同じ目線で考えれば、彼らは生きるために必要なこ

とをしているだけであると考えることもできます。

　鳥獣対策の目的は、むやみに鳥獣を減らすことで

はなく、鳥獣による被害を減らすことです。これに

は、町や猟友会の取組みだけでは間に合いません。

町民の皆さんに協力いただきながら、私たちとイノ

シシの住むべき場所をしっかり区別できる環境を整

えることが、鳥獣被害への効果的な対策となります。

　皆さんで共通認識をもって鳥獣被害を考え、私た

ちと野生鳥獣の生活、どちらも守っていきましょう。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

対
策
を
知
る

電気柵設置前の畑（右）と電気柵設置後の畑（左）

●鳥獣被害に関する問い合わせは、総務課防災管財係（☎ 85-6122）または農林課森林整備係（☎ 85-6125）まで

イノシシは悪者か？イノシシは悪者か？
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海老名やすさん（滝野）

大正９年７月２日生まれ

金田 德次さん（高玉）

大正９年１月３日生まれ

江口 ふじさん（荒砥甲）

大正９年 11月 18日生まれ

澁谷 みつさん（荒砥甲）

大正９年３月 10日生まれ

大木 しもさん（畔藤）

大正９年５月 24日生まれ

大木 志うさん（畔藤）

大正９年 12月 22日生まれ

安部　まんさん（十王）

大正９年 12月 21日生まれ

祝・おめでとうございます

竹田 ちよさん（荒砥甲）

大正９年３月８日生まれ

齋藤 喜久さん（十王）

大正９年 11月 20日生まれ

小角 忠夫さん（荒砥乙）

大正９年７月 20日生まれ

小林 よしさん（横田尻）

大正９年４月 28日生まれ

※お名前のみ掲載

赤間 勇吉さん（鮎貝）

大正９年２月 22日生まれ

※お名前のみ掲載

　数え年で今年“100 歳”
を迎えられる 12 人の皆
さんに、町から賀詞と御
祝金が贈られました。
　これからも素敵な笑
顔で、明るく元気に
お過ごしください。

　
 

歩
み
続
け
て
一
世
紀 ―

百
年
目
の寿
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まちづくり町民会議
ふりかえりルポ

第６次白鷹町総合計画

vol.3

!会議には、各分野で活躍されているさまざまな年代の町
民の皆さん15人に加え、町職員18人が参加しています。

　今年度、町では今後のまちづくりの基
本的な方向性を示す新たな総合計画の策
定に向け、地域力創造アドバイザー（総
務省制度）の前神有里さんを招き、広く
町民の皆さんの意見を伺うための「まち
づくり町民会議」を開催しています。　
　今年度最後となる第５回会議では、こ
れまでの会議で意見が出された、「まち」
「ひと」「しごと」の３つのテーマに分
けた “大事なこと” を達成するための具
体的なアイデアについて、意見を出し合
いました。
　「多様な人が住みやすいまちづくり
（多文化共生・外部人材の活用）」「子育
て環境のさらなる充実（高校生への支
援）」「公共交通の新たな展開（広域利用
・利便性向上）」など、さまざまな分野
の具体的意見が出されました。

日時：１月23日（水）午後７時～９時
場所：中央公民館 ３階 大会議室

第５回

ふりかえりインタビュー（参加者の声）

今回のワークショップでは、町外・地域

住民・行政・企業等が一体となった「多

文化共生」の模索が必要であることと、

町外高校へ通う学生への支援が不足して

いることを感じました。また、私はスポ

少の立場から参加していますが、いかに

地域に根差したスポ少にしていくかをよ

り一層考える機会になっています。会議

で出た意見は町民が求めている素直な声

です。これから先のまちづくりの根

幹と捉え、幅広い視点から具現化

されていくことを期待しています。

「人口減少が進む世の中ではあるが、その

中で自分たちのできることから始める」

という考えをお聞きし、人口を増やすこ

とも大切ですが、少ない人口の中ででき

ることを考え、そこで生まれる幸せを見

つけ出すことも大切だと気づきました。

「白鷹が好きだからこうしたい」「自分な

らこんな町に住みたい」という思いが共

通しているからこそ多くの意見が出てい

　ると思います。今後、それらの思いが

　　一つでも多く反映されるまちづくり

　　に、私自身も携わっていきたいです。

委員（町民）
守谷俊一郎さん

町職員
大滝さおりさん

人材不足。
都市から

即戦力を取
り込んだり

、

人材育成す
る企業

を支援して
は？

子育て支
援は小中

学生まで

充実。町
の高校生

の支援も

拡充する
と良いと

思う！

高齢者の居場所や移動
手段の確保が安心な暮
らしにつながるはず！
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まちのニュース

町
芸
術
文
化
の
さ
ら
な
る
振
興
に
向
け
て
―
―

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」

　

１
月
20
日
、
パ
レ
ス
松
風
を

会
場
に
白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会

（
伊
藤
久
志
会
長
）
の
新
春
の

つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
協
会
の
会
員

な
ど
約
１
１
０
人
が
出
席
。
平

成
30
年
度
の
事
業
経
過
報
告
後

に
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
６
人
に
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、

大
貫
静
子
さ
ん
が
「
時
代
を
重

ね
て
も
活
動
で
き
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
茶
の
湯
文
化
に
親
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
謝
辞
。
そ
の

後
、
白
鷹
民
踊
愛
好
会
に
よ
る

祝
舞
が
披
露
さ
れ
、
続
く
交
流

会
で
は
、
会
員
同
士
が
今
後
の

活
動
や
新
年
の
抱
負
な
ど
を
語

ら
い
な
が
ら
親
交
を
深
め
ま
し

た
。

■白鷹町芸術文化協会表彰受賞者

賞 氏　名 加入団体名

芸術文化賞

大貫 静子さん 江戸千家荒砥会

若柳 雪成さん 白鷹若柳会

横山 知子さん 白鷹吟友会

奨励賞
岩崎 武雄さん 白鷹まんさく会

荒川 民子さん 白鷹民踊愛好会

感謝状 吉村みよ子さん 白鷹民踊愛好会

左
か
ら
吉
村
さ
ん
、
荒
川
さ
ん
、

岩
崎
さ
ん
、
大
貫
さ
ん
、
若
柳
さ
ん

　

１
月
24
日
、
深
山
の
今
牧
場

（
今
周
作
代
表
）
が
、
公
益
社

団
法
人
中
央
畜
産
会
か
ら
、「
農

場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
認
証
を
受

け
ま
し
た
。
酪
農
分
野
（
乳
用

牛
）
で
は
、
東
北
で
３
番
目
の

取
得
と
な
り
ま
す
。

　
「
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
と
は
、

畜
産
農
場
に
お
け
る
原
料
の
入

荷
か
ら
製
造
・
出
荷
ま
で
の
全

工
程
で
、
危
害
を
防
止
す
る
た

め
の
管
理
ポ
イ
ン
ト
を
設
定

し
、
継
続
的
に
監
視
・
記
録
を

行
う
こ
と
で
、
不
良
製
品
の
出

荷
を
未
然
に
防
ぐ
衛
生
管
理
向

上
の
た
め
の
手
法
で
す
。

　

ま
た
、
今
牧
場
で
は
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
給
餌
機
の
導

入
な
ど
、
先
進
的
な
事
例
に
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
試
作

チ
ー
ズ
を
出
展
し
、
商
品
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。今
代
表
は
、

「
今
後
は
こ
の
認
証
を
強
み
に

生
か
し
、
６
次
産
業
化
の
取
組

み
で
あ
る
チ
ー
ズ
の
商
品
化
を

実
現
さ
せ
た
い
」
と
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

食
の
安
全
・
安
心
の
取
組
み
を
〝
強
み
〞
に

今
牧
場
が
「
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
認
証
を
取
得

認
証
書
を
手
に
す
る
今
代
表

　

文
化
財
防
火
デ
ー
（
１
月
26

日
）
に
合
わ
せ
、
国
指
定
文
化

財
の
観
音
寺
観
音
堂
で
観
音
堂

自
衛
消
防
隊
総
合
訓
練
、
県
指

定
文
化
財
の
鮎
貝
八
幡
宮
で
防

火
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
に
行
わ
れ
た
観
音

堂
自
衛
消
防
隊
総
合
訓
練
に

は
、
同
消
防
隊
や
消
防
白
鷹
分

署
な
ど
か
ら
約
30
人
が
参
加
。

１
１
９
番
へ
の
通
報
か
ら
放
水

ま
で
迅
速
に
行
わ
れ
、
万
一
の

備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和

24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺
の
金

堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し

た
こ
と
に
基
づ
き
、
昭
和
30
年

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
宝
を
地
域
で
守
る
―
―

文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
消
防
訓
練

観音寺観音堂の前で放水作業にあたる参加者
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環
境
へ
の
意
識
を
共
有
し
よ
う
！

し
ら
た
か
環
境
フ
ェ
ア
を
初
開
催

ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
心
ワ
ク
ワ
ク

新
入
学
児
童
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈

　

町
内
４
小
学
校
の
新
入
学
児

童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
事
業

が
１
月
23
日
と
２
月
１
日
、
各

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
児
童
の
新
入
学

を
祝
う
と
と
も
に
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
当
事
業
。
ラ
ン

ド
セ
ル
は
、
町
内
の
か
ば
ん
製

造
業
㈲
ら
ん
ど
ー
る
山
形
（
今

野
義
雄
社
長
）
で
製
造
さ
れ
た

も
の
で
、
３
年
目
と
な
る
今
年

度
は
、
対
象
者
１
１
３
人
の
う

ち
申
請
の
あ
っ
た
１
０
９
人
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
に

お
い
て
、
佐
藤
町
長
か
ら
「
春

か
ら
元
気
に
登
校
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ラ
ン
ド
セ
ル
を
手
渡
さ

れ
た
新
入
学
児
童
た
ち
。
４
月

か
ら
東
根
小
学
校
に
通
う
小
形

颯
真
く
ん
は
「
紺
色
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
。

小
学
校
で
は
勉
強
を
が
ん
ば
り

た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

弁
当
の
日
は
、
子
ど
も
が
自

分
で
お
弁
当
を
作
っ
て
登
校
す

る
と
い
う
取
組
み
で
、
町
内
で

は
東
根
小
学
校
と
蚕
桑
小
学
校

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員

会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
栄
養
士
に
よ
る
事
前
実

習
を
経
て
、
献
立
作
り
か
ら
食

材
の
調
達
、
調
理
、
片
付
け
ま

で
を
自
ら
の
力
で
行
な
っ
た
児

童
た
ち
。
毎
日
食
事
を
作
っ
て

く
れ
る
家
族
や
、
食
材
生
産
者

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
こ
も
っ

た
弁
当
を
見
せ
合
い
、
手
作
り

の
味
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

弁
当
作
り
で〝
生
き
る
力
〞と〝
感
謝
の
心
〞を
育
む

東
根
小
学
校
と
蚕
桑
小
学
校
で
「
弁
当
の
日
」

１_風呂敷のさまざまな

活用法を学んだワーク

ショップ　２_壊れたお

もちゃを直す「やまがた

おもちゃ病院」のしらた

か往診　３_木工スペー

スにおいて、木を組み合

わせてイスを作る参加者

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推

進
会
議
（
熊
坂
勝
則
会
長
）
の

主
催
に
よ
る
「
し
ら
た
か
環
境

フ
ェ
ア
」が
１
月
26
日
、あ
ゆ
ー

む
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
へ
の
意
識
付
け
や
、
よ

り
良
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
、
環
境
保
全

の
た
め
の
情
報
発
信
の
機
会
と

し
て
企
画
さ
れ
た
当
イ
ベ
ン

ト
。
当
日
は
、
ご
み
の
減
量
や

町
産
木
材
の
活
用
な
ど
、
町
内

外
で
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動

に
取
組
む
個
人
・
団
体
が
集
ま

り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
、

エ
コ
製
品
の
販
売
、
映
画
上
映

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。見
て
・

聞
い
て
・
触
れ
て
、
環
境
へ
の

意
識
を
共
有
し
合
っ
た
参
加

者
。
今
年
度
が
初
開
催
と
な
っ

た
当
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
後
も
継

続
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

佐
藤
町
長
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
を
受

け
取
る
新
入
学
児
童

１

３ ２

児童たちが工夫を凝らした

手作りのお弁当
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地
域
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う

知る

NNeegglleecctt

SSeexxuu
aall aabbuussee

PPss
yycchh

oollooggiiccaall aabbuussee

PPhhyy
ssiiccaall aabbuussee

〝
高
齢
者
虐
待
〞を
な
く
す
た
め
に

地
域
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う

心理的虐待
言葉や態度で精神的な苦痛
をあたえるなど。

性的虐待
本人が嫌がる性的な行為や
その強要など。

EEccoo
nnoommiicc aabbuussee

身体的虐待
暴力を振るう。
殴る、つねる、蹴る、無理や
り食事を口に入れるなど。

経済的虐待
財産やお金を勝手に使う。
正当な理由もなくお金を使わ
せないなど。

介護・世話の放棄・放任
（ネグレクト）

介護や世話をしない。または結果として、していないなど。

高齢者虐待の種類はさまざまです。
どのようなことが虐待にあたるのか――
それぞれの特徴を知ることが、虐待を考えるきっかけになります。

このようなことが「高齢者虐待」にあたります

高齢者が尊厳をもって
安心して暮らせる
社会を目指して――

Action1
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地域包括支援センター ℡86-0112

　
高
齢
者
虐
待
は
ど
こ
の
家
庭

に
も
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

身
近
な
問
題
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
高
齢

者
虐
待
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、
普
段
の
生
活
の
中
で
気
が

つ
い
た
こ
と
や
、
で
き
る
こ
と

か
ら
行
動
す
る
こ
と
で
、
高
齢

者
虐
待
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
重
大
な
危
険
が
生
じ
て
い
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
虐
待

か
も
し
れ
な
い
…
」
と
思
っ
た

ら
、
早
め
に
相
談
・
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
守
秘
義
務
に
よ
り
、
連
絡
し

て
い
た
だ
い
た
方
の
名
前
が
周

囲
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
心
し
て
相
談
・
連
絡
く

だ
さ
い
。

［具体例１］
　年金生活の一人暮らしのおばあちゃんが、訪問
　販売で必要もない高額な商品を買ってしまう。
［具体例２］
　最近、物忘れが激しく認知症の疑いがある。ま
　た、一人暮らしのため、お金の管理など老後が
　とても不安だ。

　成年後見制度とは、認知症などによって物事を
判断する能力が十分でない方について、家庭裁判
所によって選ばれた成年後見人等が、財産の管理
や福祉サービス等の契約を行い、ご本人の権利を
法的に守り生活を支援する制度です。
【成年後見制度相談窓口】
白鷹町地域包括支援センター　☎ 86-0112

“成年後見制度” を知っていますか？
こんなときに
ご利用ください

高齢者の様子から

□不自然なケガや傷がある

□急に怖がる・家族を見るとおびえる

□無気力、投げやりである

□栄養失調、脱水症状が見られる

□悪臭がする・服が汚れている・部屋が汚い

□介護サービス利用や病院の受信が減った

□傷やあざの説明のつじつまが合わない、話した
　がらない

□やせてきている

養護者の様子から

□介護に疲れている

□無気力、投げやりである

□高齢者を怒鳴る・“しつけ”と言って叩く

□高齢者の世話に対する不平・不満が多い

□介護サービスを受けさせない

□家に人を入れない・高齢者と親戚や友人等を会
　わせない

□保健・福祉の担当者と会うのを嫌うようになる

□留守にしていることが多い□やせてきている

Chec
k!

確認する高齢者虐待の早期発見のための
　　　　　　　　　　　　チェックリスト
「高齢者虐待」の発見の手がかりとなる「虐待の危険サイン」を
見逃さないようにしましょう。

考
え
る

高齢者虐待を
防止するために
地域や家庭で
“ちょっと”
考えてみましょう。

Action2

Action3

　あなたの身のまわりに思い当たることがあれば、
高齢者虐待相談窓口［白鷹町地域包括支援センター（☎ 86-0112）］
にご相談ください。
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　私たちが生活している町を住みよい町としていくため
には、私たち自らがまちづくりに参画して知恵を出し合
い、一つずつ行動に移していくことが必要です。その一
つの方法として、協働のまちづくり条例では、町が設置
するさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、自
ら参画しようという方の募集について定めています。
　今回は、右記の各審議会等委員を募集します。

【問い合わせ】
各審議会等の所管部署へお問い合わせください。

■
各
審
議
会
等
の
役
割
と
応
募
資
格

➊
白
鷹
町
振
興
審
議
会　

　

町
の
振
興
実
施
計
画
の
策
定
や
変
更
な

ど
の
審
議
、
計
画
の
実
施
に
対
し
て
必
要

な
調
査
な
ど
を
行
う
機
関
で
す
。

●
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
応

　

募
時
点
で
満
25
歳
以
上
の
方

●
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
５
回
程
度

●
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

　

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０

　

０
円
／
日
）

●
所
管
部
署　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３

➋
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会  

　

町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
で
す
。

本
協
議
会
は
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委

員
３
人
、
保
険
医
ま
た
は
保
険
薬
剤
師
を

代
表
す
る
委
員
３
人
、
公
益
を
代
表
す
る

委
員
３
人
の
計
９
人
で
組
織
さ
れ
、
募
集

対
象
は
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
で
す
。

●
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
国

　

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
満
72
歳
未
満
の
方

●
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
４
回
程
度

●
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

　

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０

　

０
円
／
日
）

●
所
管
部
署　

町
民
課
国
保
医
療
係　

　

☎
85

－

６
１
３
０

➌
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会

　

図
書
館
を
地
域
住
民
に
密
着
し
た
存
在

に
す
る
た
め
に
、
図
書
館
の
運
営
や
活
動

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

●
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
応

　

募
時
点
で
満
20
歳
以
上
の
方

●
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
３
回
程
度

●
委
員
報
酬　

８
５
０
０
円
／
年

●
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
図
書
館
管
理
係

　

☎
85

－

６
１
４
６

➍
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会

　

都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、
下
水
道

な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

●
応
募
資
格　

町
の
都
市
計
画
区
域
内
に

　

住
所
を
有
し
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以

　

上
の
方

●
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
４
回
程
度

●
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

　

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０

　

０
円
／
日
）

●
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

　

☎
85

－

６
１
４
０

➎
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

　

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負
担
金
と

分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に
関
し
、
調
査
と

審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

●
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
下

　

水
道
使
用
者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳

　

以
上
の
方

審議会等委員募集

あなたの意見で“しらたか”は変わります。

募集する審議会等と募集委員

 ❶白鷹町振興審議会　　　　　　　２人

 ❷白鷹町国民健康保険運営協議会　３人

 ❸白鷹町図書館協議会　　　　　　５人

 ❹白鷹町都市計画審議会　　　　　２人

 ❺白鷹町下水道事業運営審議会　　２人

 ❻白鷹町水道経営審議会　　　　　３人
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●
開
催
予
定
回
数　

年
１
～
２
回
程
度

●
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

　

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０

　

０
円
／
日
）

●
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
85

－
６
１
３
８

➏
白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会

　

水
道
事
業
の
経
営
そ
の
他
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関
で

す
。

●
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
水

　

道
使
用
者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以

　

上
の
方

●
開
催
予
定
回
数　

年
数
回

●
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

　

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０

　

０
円
／
日
）

●
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
水
道
係

　

☎
85

－

６
１
３
７

■
任
期

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
、
②
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運

　

営
協
議
会
は
平
成
31
年
５
月
１
日
か
ら

　

平
成
34
年
４
月
30
日
ま
で

■
共
通
す
る
応
募
資
格

(1)
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の
審
議
会

　

等
の
委
員
で
な
い
方

(2)
年
間
複
数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
な
ど
に

　

出
席
で
き
る
方

(3)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な
い
方

(4)
次
の
基
準
を
満
た
す
方

①
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、
使
用

　

料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務
を
果
た
し
て

　

い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で
な
い
こ

　

と
④
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助

　

人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
所
管
部
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用
紙
は

各
所
管
部
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切

　

３
月
４
日
（
月
）
※
当
日
消
印
有
効

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で
審
査
の

う
え
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非
常
勤
特

別
職
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
の
で
、
白
鷹

町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
３
条
第
２
項
の

適
用
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規

定
に
違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り
得
た

個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
な
ど
）
は

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　白鷹町明るい健康都市づくり推進会議は、地域の
実情に即した保健・医療・福祉事業の円滑な推進を
目的として、各種事業計画を具体化していくために
ご意見などをいただく機関です。
●募集人員　３人
●任期　平成31年４月１日～平成33年３月31日
●応募資格
⑴町内に住所を有し、応募時点で満20歳以上の方
⑵保健・医療・福祉事業に関心があり、年２～４回 
　程度の会議に出席できる方
⑶白鷹町の議員及び職員でない方
⑷次の基準を満たしている方
①納税（町税等）義務を果たしていること
②公民権を有していること
③破産者で復権を得ない者でないこと

 白鷹町明るい健康都市づくり推進会議の委員を募集します

④成年被後見人、被保佐人、被補助人でないこと
⑤刑執行中の犯罪歴がないこと
⑥暴力団員等でないこと
●応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入のう
　え、健康福祉課に提出してください。詳しい応募
　要項及び応募用紙は健康福祉課に準備していま
　す。また、応募用紙は町ホームページからもダウ
　ンロードできます。
●応募締切　３月４日（月）※ 当日消印有効
●選考方法　審議会等委員選考審査会で審査のうえ
　選考します。
●審査結果　応募者全員に通知します。
●委員謝礼　日額6,000円
※会議時間４時間未満の場合は日額3,000円です。
【申し込み・問い合わせ】健康福祉課　☎86-0212
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使用しない施設などの閉栓手続き
　漏水の発見が遅れ、水道料金が高額とならないよう、
冬期間使用しない施設などの閉栓手続きを行いましょ
う。閉栓・開栓の手数料は、それぞれ1,000円です。
水道管の破裂
　水道管が破裂した場合は、 メーターボックス内の
バルブを閉め、直ちに水を止めて町指定給水装置工事
事業者に連絡し、修理を依頼してください。ただし、
修理代は自己負担となります。
漏水の確認
　家中の蛇口を全部閉め、トイレなどの水タンクも確
認してからメーターを確認してください。銀色のパイ
ロットマークまたは１リットル針が動いている場合は、
どこかで漏水している可能性があります。町指定給水
装置工事事業者に連絡し、修理を依頼してください。

パイロットマーク

１リットル針

積雪のためメーター検針を休みます（１月～４月）
　１月から４月までは、12月検針（11月の使用水量）
の水量で料金を請求させていただき、５月の検針で精
算させていただきます。冬期間の水量が11月の使用
水量と大幅に変動することが予想される場合は、建設
水道課にご連絡ください。
冬期間の管理
　気温がマイナス４度以下になると、防寒対策が十分
に行われていない水道管は凍結したり、破裂したりし
ます。凍結により水道管が破裂すると、修理代はもと
より、水道料金も高額となる場合がありますので次の
ことに注意してください。
①水道管の凍結を防ぐには、 就寝前に「不凍水抜栓」
　を完全に閉め切り、蛇口を開いて水抜きしましょう。
②半閉めの状態では水が漏れ続ける場合がありますの
　で、完全に閉めることが肝要です。翌朝使用する場
　合は、完全に開けてください。
※半閉め、半開きのため漏水するケースが多く見られ
　ますので十分ご注意ください。
※ヒーター線を巻いている水道管の場合は、ヒーター
　のコンセントが確実に差し込まれているか、ヒータ
　ーが正常に作動しているかを確認しておきましょう。

水道事業からお知らせ

　

平
成
31
年
度
の
利
用
に
つ
い
て
使

用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
利
用

を
希
望
す
る
団
体
の
代
表
の
方
は
、

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

新
規
に
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
申
請
書
類
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。

２
月
21
日
（
木
）
ま
で
教
育
委
員
会

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

使
用
調
整
会
議

●
い
つ　

２
月
27
日
（
水
）　

　

午
後
７
時
〜　
　

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階　

大

　

会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

■ 

学
校
体
育
施
設
等
使
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す

冬期間
も

時々メ
ーター

を

確認し
て、漏

水の

疑いが
ないか

を

調べま
しょう

。

　
白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の

研
修
会
と
白
鷹
町
青
少
年
国
際
交
流

事
業
の
町
民
報
告
会
を
合
同
で
開
催

し
ま
す
。

　

白
鷹
中
学
生
９
人
と
荒
砥
高
校
生

３
人
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ケ
ア

ン
ズ
で
の
研
修
を
通
じ
て
得
た
も
の

に
つ
い
て
報
告
し
た
あ
と
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

３
月
20
日
（
水
）

　

午
後
７
時
〜

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）　

●
入
場
料　

無
料
（
自
由
参
加
）

■ 

平
成
30
年
度
青
少
年
育
成
町
民
会
議
研
修
会（
兼
）

　 
青
少
年
国
際
交
流
事
業
町
民
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

●
主
催　

白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民

　

会
議

●
共
催　

白
鷹
町
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

係　

☎
85

－

６
１
４
６

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
85

－

６
１
４
４

昨年度のワークショップの様子
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●主な活動内容

　 ▽ 総会における審議（原則月１回）
　　※農地の売買、貸借の許可や転用に関する調
　　　査・審議等

　 ▽ 農地利用最適化推進委員と連携した担い手へ
　　の農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生
　　防止・解消等の活動

　 ▽ 農地パトロール（随時）

　 ▽ 利用状況調査、利用意向調査（年１回）

　 ▽ 人・農地プランの話し合い活動

　 ▽ 各種会議・研修会への参加
●任期　任命日から平成 32年７月 19日
●報酬　町の規定に基づき支給
●任命・委嘱　町議会の同意を得て町長が任命

農業委員を募集します

募集人数 応　募　資　格

２名
（認定農業者等）

農業に関する識見がある方で、農地利用最適化の推進や、農業委員会に属する事項

に関する業務を適正に行うことができる方

●推薦・応募方法　
　推薦または応募の届出用紙を農業委員会事務局
　に提出してください。届出用紙は、農業委員会
　事務局窓口または町ホームページからダウンロ
　ードできます。
●推薦・応募期間　
　２月 15日（金）～３月 14日（木）
　午前８時 30分～午後５時 15分
　※土日祝日を除く。郵送の場合は期間内必着
●公表　募集期間の中間及び募集の結果を町ホー
　ムページ等で公表します。
　［公表内容］氏名、地区名、職業、年齢等

【提出先・問い合わせ】
農業委員会事務局　☎ 85-6128

農業委員の欠員を補充するため２名を募集します。

●
い
つ　

２
月
23
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

（
午
前
９
時
～
受
付
）

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
森
林

　

公
園　

炭
焼
き
窯

●
内
容　

白
炭
窯
を
使
っ
た
炭
作
り

　

体
験
・
ド
ラ
ム
缶
窯
を
使
っ
た
炭

　

作
り
体
験　

等

●
持
ち
物　

昼
食
（
お
に
ぎ
り
等
）、

　

飲
み
物

●
服
装　

防
寒
着
、
帽
子
、
長
靴
、

　

軍
手
、
マ
ス
ク

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
（
保
険

　

料
、
昼
食
時
の
温
か
い
汁
物
）

●
申
込
締
切　

２
月
22
日
（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】　

農
林
課

森
林
整
備
係

☎
85

－
６
１
２
５

白炭窯から炭を掻き出す参加者

■ 

平
成
30
年
度
炭
焼
き
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

●
い
つ　

３
月
２
日
（
土
）・
３
日

　

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●
ど
こ
で　

JA
山
形
お
き
た
ま
白
鷹

　

支
店　

２
階
大
ホ
ー
ル

●
料
金　

６
０
０
円
（
税
込
）

※
前
売
券
・
当
日
券
と
も
同
じ
料
金

　

で
、
合
わ
せ
て
６
０
０
枚
ほ
ど
用

　

意
し
て
い
ま
す
。

●
主
催　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り

　

振
興
会

【
前
売
券
販
売
・
問
い
合
わ
せ
】　

JA
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

☎
85

－

２
１
２
１

白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６

■ 

し
ら
た
か
そ
ば
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

絶品のそば食いさ

ござっとごやい！
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今
年
度
、
白
鷹
町
少
年
少
女
合
唱

団
は
結
成
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
活
動
を

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が

ら
、
精
一
杯
発
表
し
ま
す
。
当
日
は
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
白
鷹
女
声
コ
ー
ラ
ス

さ
く
ら
の
皆
さ
ん
に
も
出
演
い
た
だ

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

３
月
21
日
（
木
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
開
場
／
２
時
開
演

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

　

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

●
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
整
理

　

券
が
必
要
で
す
）

●
整
理
券
取
扱　

白
鷹
町
文
化
交
流

　

セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
、
各
地
区

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
中
央

　

公
民
館
、
白
鷹
町
教
育
委
員
会

●
主
な
曲
目　

「
ビ
リ
ー
ブ
」「
あ

　

る
き
だ
そ
う
」
ほ
か

☆
特
別
出
演　

文
屋
小
百
合
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）

平
成
31
年
度
団
員
募
集

　

保
育
園
年
長
児
か
ら
中
学
生
ま
で

入
団
で
き
ま
す
。
男
の
子
も
大
歓
迎

で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

事
務
局
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・

文
化
振
興
係
内
）
☎
85

－

６
１
４
６

■ 

白
鷹
町
少
年
少
女
合
唱
団

　 
結
成
10
周
年
記
念
演
奏
会 

〜
第
８
回
定
期
演
奏
会
〜

2/24 日［会場］白鷹町営スキー場

タイムスケジュール

９：30 ～ 開会セレモニー

10：00 ～ イベント（①滑ってゲット ②ミルクバー ③抽選会 ④空からの贈り物）

11：30 ～ 餅つき大会・振る舞い（※餅のトレー 100円）

12：30 ～ 閉会セレモニー

９：30 ～ 開会セレモニー

［会場］白鷹町営スキー場

［会場］白鷹町営スキー場

［会場］白鷹町営スキー場
第 37回

白鷹スキー場祭り

　

山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字

連
絡
協
議
会
で
は
、「
書
き
損
じ
は

が
き
」
を
換
金
し
て
文
房
具
を
購
入

し
、
発
展
途
上
国
の
小
学
校
な
ど
に

届
け
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
等
学
校
等
に
お
け

る
回
収
と
同
様
に
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
健
康
福
祉
課
で
も
回
収
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

３
月
15
日（
金
）ま
で

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】　

日
赤
白
鷹
町
分
区
（
健
康
福
祉
課
福

祉
係
）
☎
86

－

０
１
１
１

■ 

書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　24日の日中（午前９時～午後５時）は
　　　　　　　　　　　リフト料金無料！
※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。

※混雑が予想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせに

　ご協力ください。

　　　　　　　【問い合わせ】白鷹町教育委員会　☎ 85-6147

第７回演奏会の様子

100円）餅つき大会・振る舞い（※餅のトレー

※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。

想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせに想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせに

白鷹町教育委員会　☎ 85-6147白鷹町教育委員会　☎ 85-6147

円）

※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。

想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせに想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせに

［会場］白鷹町営スキー場

［会場］白鷹町営スキー場

［会場］白鷹町営スキー場

イベント（①滑ってゲット ②ミルクバー ③抽選会 ④空からの贈り物）

［会場］白鷹町営スキー場

　　　　　　　【問い合わせ】

※混雑が予※混雑が予

　ご協力ください　ご協力ください

　　　　　　　【問い合わせ】　　　　　　　【問い合わせ】
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４
月
21
日
執
行
予
定
の
白
鷹
町
議

会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
及
び
出
納
責
任
者
事
務
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
19
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階　

大

　

会
議
室

●
そ
の
他　

　

会
場
の
都
合
上
、

　

出
席
は
１
候
補
者

　

に
つ
き
３
名
ま
で
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

選
挙
管
理
員
会
事
務
局

☎
85

－

６
１
２
０

■ 

白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
及
び

　 

出
納
責
任
者
事
務
説
明
会
に
つ
い
て

立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
及
び

出
納
責
任
者
説
明
会

　

平
成
31
年
４
月
７
日
執
行
予
定
の

山
形
県
議
会
議
員
選
挙
（
長
井
市
・

西
置
賜
郡
選
挙
区
）
の
立
候
補
届
出

予
定
者
説
明
会
及
び
出
納
責
任
者
説

明
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
５
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜

●
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
２
階

　

講
堂

立
候
補
届
出
受
付

　

平
成
31
年
４
月
７
日
執
行
予
定
の

山
形
県
議
会
議
員
選
挙
（
長
井
市
・

西
置
賜
郡
選
挙
区
）
の
立
候
補
届
出

受
付
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
29
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
２
階

　

講
堂

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会
置
賜
地
方

事
務
局　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
１
０
０

■ 

山
形
県
議
会
議
員
立
候
補
届
出
予
定
者
等
説
明
会
及
び

　 

立
候
補
届
出
受
付
に
つ
い
て 　

会
場
の
都
合
上
、

　

出
席
は
１
候
補
者

白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
及
び

●いつ　２月27日（水）午後１時15分～３時30分
●どこで　山峡紅の里（十王地区コミュニティセンター）
●内容
［アトラクション］
　「べにばなふしぎ」と「おどる！シラタカ・レッド」披露
　（出演：よつばこども園年長児）
［記念講演］
　紅花のルーツを探す
　～もがみべにばなのDNA解析から～
　（講師：笹沼恒男　氏／山形大学農学部准教授）
［報告①］
　シラタカレッド商品のインターネット販売について
　（説明：石川洋平　氏／白鷹町商工会主任）
［報告②］
　紅花摘みボランティアの取組みについて
　（説明：齋藤重雄／白鷹町商工観光課長）
［シラタカレッド新商品の紹介（試食）］
　①赤いフィットチーネ（割烹あかさか）
　②紅ほっこパイ（山口はすの会）

 　　第２回「紅花シンポジウム」開催

【主催・問い合わせ】「日本の紅（あか）をつくる町」連携推進本部　☎ 85-6126

紅花の種はどこからやって来たのかな？

」開催
申
込
不
要
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山形県若者定着奨学金返還支援事業
「地方創生枠」を募集しています
　町では、山形県と連携して、将来の担い手となる若者の町内回帰・定
着を促進するため、奨学金の返還を支援する事業の対象者を募集します。

  ● 応募について

　次の必要書類を、役場商工観光課商工振興係へ持
参するか、郵送により提出してください。

▽  必要書類　　
❶山形県若者定着奨学金返還支援事業助成候補者認
　定申請書
❷成績証明書（大学等に在学中の方は大学等の成績
　証明書、これから大学等に進学予定の方は高校等
　の成績証明書）
❸家計支持者の所得に関する証明書（平成30年分
　の源泉徴収票、取得可能な直近年の所得証明書の
　写し）
❹予約採用決定通知書、奨学金貸与証明書または奨
　学生証の写し
※書類は、それぞれ２部（原本及びその写し）提出
　してください。

▽  募集期間　２月20日（水）午後５時まで
※郵送の場合は必着
【申請先・問い合わせ】
商工観光課商工振興係　☎87-0696

  ● 募集対象者（次の各号に全て該当する方）

❶山形県内に居住し、県内の高等学校、特別支援学
　校高等部、専修学校高等課程を今年度卒業見込み
　の方、または卒業した方
❷山形県内外の大学、大学院修士課程（博士課程前
　期）、高等専門学校（第４学年以上）、短期大学ま
　たは専修学校専門課程（以下「大学等」という。）
　に来年度進学予定、または在学する方
※高等専門学校の在学者の場合は、❶の要件は県内
　の中学校または特別支援学校中等部を卒業した方
　を含む。
❸日本学生支援機構の第一種奨学金（無利子）の貸
　付を希望する方、または貸与を受けている方
❹大学等を卒業後６カ月以内に、山形県内に居住か
　つ就業し、その後３年間継続する見込みの方
※県内企業に就職したものの、就職先の都合で県外
　事務所に配属された場合でも申請により認定取消
　が猶予されることがあります。詳しくはお問い合
　わせください。
❺次の対象産業分野への就業を希望する方。ただし、
　公務員は対象外です。
　⑴商工分野　⑵農林水産分野　⑶建設分野　
　⑷医療・福祉分野（医師、看護師、介護福祉士、
　　保育士を除く）

  ● 募集人数

　県内全体で100名。審査結果は、平成31年３月
末までに文書で通知します。

  ● 助成金額

　奨学金の返還残額、または助成候補者が平成31
年４月以降に奨学金の貸与を受けた月数に26,000
円を乗じた額を上限に支援します。
（例）４年制大学を卒業した場合
     26,000円×48カ月＝1,248,000円を上限に支援。
※白鷹町以外に居住した場合は、助成金額が1/2に
　減額となります。

大学等在学中または進学前に応募認定

奨学金の返還を支援

卒業　山形県内に定住・就業

奨学金を受けながら就学

３年間継続後（※）

（※）就業後３年間は自ら奨学金を返還すること 
　　 が助成の要件となります。

就職活動

奨学金を返還

事業のしくみ

事業概要はチラシ

をご覧ください→
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３月１日から変わります！

やまがた子育て応援パスポート

紙カードから
電子画像カードに
変わります。

３月１日から変わります！３月１日から変わります！

対象年齢が
18歳未満までに
拡大します。

やまがた子育て応援パスポートって何？
　社会全体で子育てを支援する雰囲気をつくり、子育て家庭の負担感の軽
減を図ることを目的とした制度です。協賛している企業や店舗で子育て応
援パスポートを提示すると、各種割引・優待サービスや乳幼児連れの外出
支援・応援サービスなどを受けることができます。

←このようなステッカーを掲示
　している店舗で使用できます。
←このようなステッカーを掲示←このようなステッカーを掲示
　している店舗で使用できます。　している店舗で使用できます。

←このようなロゴマークが掲示されている
　全国の店舗で利用可能です。
　詳しくは内閣府のホームページをご覧ください→

18歳未満の子ども
または

　　妊婦のいる家
庭に交付！

ステッカーやロゴが目印！

電子画像カードの利用方法
STEP1：県ホームページから専用の
　　　   申請フォームにアクセス
※申請フォームへは、３月１日以降からアクセスできます。

STEP2：申請フォームで必要事項を入力（パスワード入力必要）
※パスワードは、対象者に配布するチラシ*に記載されています。

STEP3：表示された画像を、お使いのスマートフォンに保存もし
　　　   くは印刷をする。
STEP4：協賛店舗で保存した画像を提示

＊チラシは、保育施設・小学校・中学校・高

　等学校等に在籍しているお子さんを通じて

　交付します。お子さんを在宅で保育してい

　る方については、チラシを郵送します。

＊窓口でチラシの再交付等を受ける場合

　は、お子さんの年齢を確認できるもの（保

　険証や母子手帳）を持参してください。

交
付
す
る
チ
ラ
シ

　　今持っている紙パスポートは
使用できなくなりますか。

　　今持っている紙パスポートも
記載されている有効期限まで使用

できます。

　　スマートフォンを使っていま
せんが、どうすればいいですか。

　　家庭内にスマートフォンを使
用している方がいる場合、その方

のスマートフォンで申請し、保存

した画像を家族の携帯電話へ画像

共有したり、画像を印刷したりす

ることで使用できます。電子画像

を利用できないような家庭には紙

のパスポートを配布していますの

で、町健康福祉課子育て支援係へ

ご相談ください。

 Q1  

 Q2 

 A1  

 A2 

山形県子育て支援課　☎ 023-630-3345
白鷹町健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212

問い合わせ

申請フォーム

QRコード→

サービスは協賛店のご厚意
で提供いただいており、内
容や対象者は協賛店によっ
て異なります。マナーを
守ってご利用ください。 !
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１年次「産業社会と人間」

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　本校の２年次生３人が短期留学に参加させていただき、12
月 21 日に本校生向けの報告会を行いました。
　研修生たちは、ホームステイ先や見学先での様子、日本との
文化の違いなどをわかりやすくまとめ、しっかりと報告してく
れました。なお、３月には町の報告会を予定しています。

荒高掲示板 
・白鷹町青少年国際交流事業

・産業社会と人間 

平成 30年度白鷹町青少年国際交流事業
オーストラリア短期留学報告会

１_ パワーポイントを
使っての発表（報告）　
２_ハイスクール（ケア
ンズ州立高校）　３_ 交
流会での集合写真

１ ２ ３

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

くらしの

知識

【問い合わせ】 

町民生活相談センター

（町民課くらし環境係）

☎85-6131
置賜消費生活センター

☎0238-24-0999

vol.66

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

  □  SMSで不在通知を行うことはありません。

  □ 心当たりのない不審なメールの添付ファイルは開かないようにしてください。

  □ メールを開封してしまっても、URLにはアクセスしないでください。

▼ ▼トラブルに合わないために！

　近頃、実在する会社のサービスを装った不審なメールが増えています。大手
宅配業者を名乗り、商品の配達を装って添付ファイルを開かせようとするもの
です。具体的な手口としては、SMS（ショートメッセージサービス）を使い「お
客様にお荷物をお届けしましたが、不在のため持ち帰りました。配送
物は下記よりご確認ください」という内容のメッセージが届きます。
　メールにあるリンク先をタップ（クリック）すると、大手宅配業者
を装う「偽サイト」に誘導されます。また、偽サイトの画面をタッ
プすると、スマートフォンがウイルスに感染する恐れもあります。

大手宅配業者を装う不審メールに注意

Oh,my god…

増えています !!

!!

　１月 10 日、小松織物工房の小松寛幸 
さんを講師に招き、「紅花染めの歴史と
科学」の講演と「紅花染め」の体験学習
を行いました。 講演の様子 作品の紹介 うまく染まりました
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鷹山地区自治振興会

白鷹山観光客誘致及び案内事業、萩

野子獅子舞継承育成事業、滝野・中山

地区道路水路整備事業、中山ウッド

デッキ＆ツリーハウス看板設置事業

　白鷹山祭礼の５月 13日に、白鷹
山参道にのぼり旗を立てて祭りを盛
り上げたいとの要望があり作製しま
した。
　各地区の参道に立て、特に中山の
参道登り口から山頂まで、多くのの
ぼり旗を立てて盛り上げました。

鮎貝地区まちづくり協議会

柏原地区水路整備事業、黒鴨獅子頭

補修・太鼓張替え事業、農村公園環

境整備改修事業、鮎貝地区夏まつり

開催事業、旧鮎貝黒鴨線側溝工事、

赤坂既存水路修繕事業、大壇街道北

側側溝蓋設置事業

　第２期地域づくり３カ年計画の重
点目標として掲げた、「集い・学び・
交流」事業の一つとして開催した鮎
貝地区夏まつり。中でもバルーンア
ートは子どもたちに大好評だったよ
うです。

東陽の里づくり協議会

レク大会記録媒体変換事業、畔藤田

植え踊り伝承事業、地区計画策定事

業、防犯カメラ設置事業、防火用水

金網修繕事業、公園遊具補修事業、

町下夏祭り太鼓補修事業、高齢者健

康教室支援事業

　民族芸能畔藤田植踊りの伝承保存
のため、踊りや唄を細部に渡り映像
等で記録。子どもたちや若手の指導
の手本とし、後継者の育成に努める。
より活発な活動と継承するための環
境を整えています。

十王地区自治振興会

山峡紅の里オープン記念イベント事

業、山峡紅の里秋まつり開催事業、

紅花生産拡大事業、「しらたかスノー

フェスティバル in 十王」開催事業

　８月にオープンした新しい地域活
動の拠店「山峡紅の里」が地区の皆
さんに親しんでいただけるように、
季節ごとに交流事業を開催しまし
た。また、紅花の生産を拡大し観光
交流の増加を図るため、紅花畑の整
備を行いました。

蚕桑地区桜の里づくり推進委員会

夏休み寺子屋事業、スポGOMI 大会

in蚕桑開催事業、湧泉パーク水車設

置事業、蚕桑味じまんイベント開催

事業、蚕桑地区防災研修会開催事業、

桜の里散歩看板設置事業

　蚕桑産の食材３品が入った料理を
提供する「蚕桑の味じまん」を文化
祭初日に開催。７チームが、そば粉
やもち米など、バラエティーに富ん
だ食材を使いアイデア料理を提供。
多くの参加者で盛り上がりました。

荒砥地区コミュニティ運営協議会

荒砥第１区道路水路整備事業、下山

区道路水路整備事業、大瀬区道路水

路整備事業、荒砥地区計画策定事業

　これまで検討を重ねてきた「荒砥
地区計画」をまとめ、11月の臨時
総代会で承認されました。「思いや
る心が築く明るい荒砥」をスローガ
ンに掲げ、荒砥地区ではこの地域づ
くり計画書を指針として各事業が展
開されることになります。

活力育む
手づくりの地域づくり

　各地区では地域課題の解決や地域の活性化のため、今年度に新設した「地域づくり推進交付金」
を活用して新しい発想とアイデアを出し合い、活発な地域づくり事業が展開されています。
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　３年間お世話になりました。
　宿と憩いの場ＯＰＥＮ予定！

地域おこし協力隊　茅野 唯　
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ワイワイ盛り上がる「野菜の台所」 地域野菜を使ったランチ
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　２月は地元野菜が少なくなる時期。こんなとき、栄養

素が豊富で活躍するのが大豆です。健やかな成長に欠か

せない栄養素をたくさん含む大豆は、小さな粒のスーパ

ー食材です。良質のたんぱく質や脂質だけでなく、鉄分・

カルシウムといったミネラルや食物繊維も豊富です。そ

のため、学校給食では、ゆでてすりつぶした大豆をみそ

汁に加える呉汁や、五目煮として提供しています。また、

打ち豆としても煮物やみそ汁に加えています。

　子どものうちから、自分の体にとって必要な食べ物を

知り、それを選び、食べる習慣を身に付けていくことは

とても大切なことです。これからも学校給食に多様な食

材をとり入れ、子ども達がよりよい食習慣を身に付ける

ことができるようにしていきたいと考えています。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― おらほの食材 ―

米・キャベツ・だいこん・長ねぎ・紅花・白菜・

アスパラ菜・くきたち・しいたけ・小松菜・

ほうれん草・大豆・りんご・納豆・みそ等

●主な動静
月　日 行　　事　　名 月　日 行　　事　　名

●町長交際
支出日 区分 支出額 内　　　容 支出日 区分 支出額 内　　　容

１月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.67The 2cond Shirataka town Health promotion plan
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【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

考えてみませんか？
あなたの食生活

～レシピ紹介～　置賜保健所「野菜まるごとレシピ集」より　「大根のにんにく唐辛子炒め」

材料（２人分）
大根 中1/10（100g）
ベーコン ハーフ２枚（20g）
にんにく １かけ
唐辛子 １本
オリーブ油 大さじ1/2
塩 少々
こしょう 少々
麺つゆ 小さじ１

➊大根は皮をむき、幅 0.5 ㎝の細切り、ベーコン　
　も同様に切る。にんにくは薄くスライスし、唐　

　辛子は種を取り除いて小口切りにする。

➋耐熱容器に大根、ベーコン、にんにく、唐辛子　

　を入れてオリーブオイルを全体にまわしかけ、　

　ふんわりラップをしてレンジで１分半加熱する。
　（鍋やフライパンで炒めてもよいです）

➌塩、こしょう、麺つゆを混ぜて味を調える。

食塩摂取について、男女ともまだまだ減塩が必要です！

生活習慣病予防の健康づくり　
～平成 28年県民健康・栄養調査の結果から～

　平成 28 年に町内の一部の皆さんにもご協力い
ただいた県民健康・栄養調査の結果と、生活習慣
病予防のための工夫についてお知らせします。

野菜の摂取について、摂取不足です。どの年代でも目標の350gに届きませんでした。

１日 350gの野菜

＝

　野菜のおかず５皿！

今年度の各地区健康づくり教室では、健康づくり推進員の皆さん

が高血圧予防をテーマに、「減塩のための献立」の調理実習を行

なっています。その中から野菜のおかず１品を紹介します。

Let's cooking!!

　目標は男性８g 未満、女性７g 未満
ですが、調査の結果、県の平均摂取量
は男性 11.2g、女性 9.6g でした。
　食塩摂取量の多い人は、「めんつゆ・
ソース・ケチャップ・ドレッシンング
類などの調味料」や「みそ」を多く摂
取しているようです。調味料の使い方
を工夫しましょう。

 減塩にチャレンジ！

・麺類を食べる頻度と食べ方に気をつけましょう。

　（スープを残すと約４gの減塩になります）
・しょうゆやソース、ドレッシングのかけ方に気をつけましょう。

・だしの旨みや香辛料、酸味を活用しましょう。

・みそ汁は具だくさんにして、なるべく１日１杯にしましょう。
　（１日２杯飲む人は１杯減らすと１～ 1.2gの減塩になります）

男女とも
マイナス３gを目指そう！

○野菜の平均摂取量（20歳以上、年齢階級別）
■緑黄色野菜　■その他の野菜

　１日の野菜の摂取量は全体
で 285.3g、年齢別では、どの年代
でも目標の 350g には足りない結果でし
た。目標達成のため、今の食事に野菜の
おかずを一皿プラスしましょう。
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について、摂取不足です。どの年代でも目標の350gに届きませんでした。

で 285.3g、年齢別では、どの年代
Vegetable
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デマンドタクシー  運行・予約受付カレンダーデマンドタクシー  運行・予約受付カレンダー
３月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

●運行日　毎週月～金曜日
●予約受付日　日～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。
　ただし、当日午後１時以降の便を利用する場合は、
　当日午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
●利用料金　１回 500 円（未就学児無料）
※障がい者手帳の掲示で１回 250 円
　運転経歴証明書の提示で１回 300 円
　⇒運転経歴証明書の発行については、長井警察署
　　（☎ 84-0110）にお問い合わせください。
☆ 65 歳以上で運転免許証を自主返納された方には、
　利用回数券 10 冊（100 円 ×11 枚つづり）を交付
※詳しくは町民課くらし環境係（☎ 85-6131）まで

日 月 火 水 木 金 土

① ２

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ９

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 16

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 21 ㉒ 23

㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ 30

㉛
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いのタクシー
　のため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間
　に余裕をもってご利用ください。

［日時］３月２日（土）午前10時～
［場所］白鷹町文化交流センター あゆーむ

※図書館と中央公民館の休館につき会場が

　変わりますので、ご注意ください。

第 383 回　おはなしの会

Li� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� ary
◎開館時間 :  午前９時～午後６時　

図書館だより

●今月の新購入図書 掲載しているのは購入図書の一部です。

書 名 著 者 名 出 版 社

帰　去　来 大沢　在昌 朝日新聞出版

テレビ探偵 小路　幸也 KADOKAWA

つくもがみ笑います 畠中　　恵 KADOKAWA

80歳のマザーグース 桐島　洋子 主婦と生活社

書 名 著 者 名 出 版 社

ことばの「なまり」が
強みになる！

吉村　　誠 自由国民社

（あまり）病気をしない
暮らし

仲野　　徹 晶 文 社

《
わ
た
し
が
薦
め
る
一
冊
》

　
　
　
図
書
館
協
議
会
委
員
　
丸
川
　
靖
子　

ち
び
ま
る
子
ち

ん
の
整
理
整
と
ん

　

キ

ラ
ク
タ

原
作　

さ
く
ら
も
も
こ

監
修　

沼
田 

晶
弘

 

「
使
っ
た
ら
も
ど
す
、
す
ぐ
片
づ
け
る
。」
簡

単
そ
う
に
聞
こ
え
る
け
れ
ど
、
私
は
片
づ
け
が

苦
手
で
、
す
ぐ
部
屋
が
ち
ら
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
部
屋
で
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ぎ
た
い
け
れ
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
本
で
は
、
ち
ら
か
し
診
断
が
で
き
て
、
自

分
は
ど
の
タ
イ
プ
な
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
タ

イ
プ
別
に
整
理
整
と
ん
の
や
り
方
が
載
っ
て
い

る
の
で
あ
と
は
そ
の
や
り
方
を
ま
ね
し
て
み
る

だ
け
。
自
分
に
合
う
や
り
方
が
わ
か
っ
て
妙
に

心
は
ス
ッ
キ
リ
。
部
屋
が
片
づ
い
た
気
分
…
!?

２月は館内での閲覧のみで貸出できなくなり、３月から５月まで休館になります。

ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
休館について
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■町内の積雪の状況（単位：cm）

月日
町調査地

西高玉 西横田尻 山口 深山 畔藤 大瀬

１月９日 75 80 80 65 30 35
１月 16 日 50 50 55 45 10 25
１月 23 日 90 85 90 75 30 30
１月 30 日 115 110 115 100 40 40

交通安全で冬を乗り越えましょう
　　 《歩行者の皆さんへ》
　　  “油断大敵！自分で自分を守る！”

●ドライバーから歩行者は見えていません。
　道路わきの雪山の影から急に横断しない・足元
　を気にし過ぎて、車への注意を忘れないように
　・吹雪の中でも、しっかり安全確認
●家の出入口付近で除雪作業する場合。
　通行車両に注意し、道路にはみ出しての作業は
　しない
※全座席のシートベルトと
　チャイルドシートの着用
　を、家族みんなで徹底し
　ましょう。

　　　 《ドライバーの皆さんへ》
　　　  “ゆっくり走ろう！あぶない冬道！”

●滑りやすい路面を見落とさないようにしましょう。
　黒っぽく見える路面・交差点の手前、その付近
　・橋の上・トンネルの出入口・水の浮いたアイ
　スバーン
●油断しがちな場面！慎重な運転を心掛けましょう。
　暖かい日の日陰部分・雪が少し降った早朝・ゆ
　るい下り坂、ゆるいカーブ・わだちや凹凸
●地吹雪や濃霧などの悪天候や視界不良時は昼間
　点灯を積極的に活用しましょう。
　相手に早く気づかせ、安全に走行・視界不良時
　の安全確認の徹底と徐行・道路わきの雪山に隠
　れた歩行者や車の予測

安全・安心な冬を過ごすために
［雪害による人的被害・建物被害関連］総務課　☎ 85-6122 ／［除雪関連］建設水道課　☎ 85-6142
［農業施設関連］農林課　☎ 85-6127 ／［高齢者福祉関連］健康福祉課　☎ 86-0111
※平日の時間外・土日及び祝祭日は代表番号（☎ 85-2111）へおかけください

各連絡先
［雪害による人的被害・建物被害関連］総務課　☎ 85-6122 ／［除雪関連］建設水道課　☎ 85-6142
［農業施設関連］農林課　☎ 85-6127 ／［高齢者福祉関連］健康福祉課　☎ 86-0111

　

 

安
全
な
雪
下
ろ
し
作
業

　

 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
作
業
は
２
人
以
上
で
（
や
む
を
得
ず

　

一
人
の
と
き
は
、
携
帯
電
話
を
携
帯

　

し
て
）

②
服
装
は
濡
れ
な
い
も
の
、
汗
を
か
き

　

す
ぎ
な
い
も
の
（
防
水
・
防
汗
）

③
は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定
（
足
元
も

　

先
端
も
。
角
度
は
75
度
に
）

④
高
所
作
業
（
２
㍍
以
上
）
で
は
命
綱

　

は
必
須

⑤
道
具
は
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
て
。
メ
ン

　

テ
も
し
っ
か
り

⑥
気
温
が
高
い
と
き
は
屋
根
の
雪
の
ゆ

　

る
み
に
注
意

⑦
体
調
管
理
は
万
全
に
（
準
備
運
動
で

　

体
を
温
め
る
。
早
め
の
水
分
補
給
）

※
除
雪
機
に
も
注
意

・
作
業
中
は
、
周
り
に
人
が
い
な
い
こ

　

と
を
確
認

・
除
雪
機
の
シ
ュ
ー
ト
詰
ま
り
は
、
エ

　

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
雪
か
き
棒
で

・
作
業
時
以
外
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

・
後
進
時
は
、
後
方
の
障
害
物
、
段
差
、

　

崖
に
も
注
意

転落を防ぐには
命綱の使用が必要です！ 12 雪

に
よ
る
事
故
や
被
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

12

1212
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

大
相
撲
一
月
場
所

１
月
13

27
日

取
組

星
取

決
ま
り
手

１
日
目

○

押
し
出
し

２
日
目

●

寄
り
切
り

３
日
目

○

押
し
出
し

４
日
目

○

押
し
出
し

５
日
目

○

寄
り
切
り

６
日
目

●

寄
り
切
り

７
日
目

●

寄
り
切
り

８
日
目

●

送
り
出
し

９
日
目

○

押
し
出
し

10
日
目

○

押
し
出
し

11
日
目

●

足
取
り　

12
日
目

●

寄
り
切
り

13
日
目

○

押
し
出
し

14
日
目

○

寄
り
切
り

15
日
目

●

寄
り
切
り

東
十
両
６
枚
目　

８
勝
７
敗

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

勝
ち
越
し
に
満
足
せ
ず

　 

さ
ら
な
る
結
果
を
求
め
精
進

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　

　
勝
ち
越
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
う
れ
し
い
が
、
八
番
し
か
勝

て
な
か
っ
た
の
は
努
力
不
足
。

　
応
援
に
応
え
る
た
め
に
も
、

さ
ら
に
稽
古
を
し
て
来
場
所
は

も
っ
と
良
い
結
果
を
残
し
た
い

で
す
。

《白鷹町内の交通事故の特徴》

❶発生件数 38件（死亡事故１件、重傷事故７件、軽傷事故 30件）
❷国道での発生が、全体の 55％を占めている。
❸前方や相手車両をよく見ていなかったなどの安全不確認事故が 53％で、続いて交差点関連違反の
　事故が 24％と多い。
❹事故発生時間帯は、午前７時～ 10時、午後３時～６時が多い。

!!
■交通事故発生状況（平成 30年１月１日～ 12月 31日の一年間）

発生件数 前年比 負傷者数 前年比 死者数 前年比
 山形県 5,097 ▲ 719 6,199 ▲ 1,045 51 13
長井警察署管内 155 ▲８ 191 ▲２ ５ ４
白鷹町 38 ▲１ 49 ▲２ １ ０

も
う
一
度
確
認
！

踏
切
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

①
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一

　
旦
停
止
し
、
安
全
を
確
認

　
し
て
か
ら
渡
っ
て
く
だ
さ

　
い
。
特
に
冬
季
間
は
路
面

　
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
に

　
備
え
、
踏
切
手
前
で
は
十

　
分
に
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
積
雪
な
ど
に
よ
り

　
踏
切
が
確
認
し
に
く
い
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て

　
線
路
に
進
入
し
な
い
よ
う

　
は
っ
き
り
確
認
し
て
か
ら

　
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

②
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
踏

　
切
内
へ
の
無
理
な
進
入
は

　
や
め
て
く
だ
さ
い
。

③
踏
切
の
中
に
閉
じ
込
め
ら

　
れ
た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

　
ゆ
っ
く
り
車
を
前
進
さ
せ

　
て
く
だ
さ
い
。（
遮
断
棒

　
は
、
車
で
押
せ
ば
前
方
に

　
跳
ね
上
が
り
ま
す
。）

④
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ

　
た
場
合
（
脱
輪
等
）
は
、

　
ま
ず
列
車
を
止
め
て
く
だ

　
さ
い
。

非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
場
合

　
カ
バ
ー
の
上
か
ら
強
く
押

　
し
て
く
だ
さ
い
。
信
号
機

　
が
作
動
し
、
列
車
に
異
常

　
を
知
ら
せ
ま
す
。

非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
場
合

　
列
車
に
向
っ
て
大
き
く
手

　
を
振
る
な
ど
し
て
危
険
を

　
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
発

　
炎
筒
や
赤
色
の
物
を
使
用

　
す
る
と
効
果
的
で
す
。

列
車
が
停
止
し
た
後

　
付
近
の
人
等
の
協
力
を
得

　
て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
脱
出
後
は
、
最
寄
の
駅
に

　
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

2
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募

集

  

　
　
米
沢
養
護
学
校

  

　
「
米
養
高
等
部
バ
ザ
ー
冬
」

●
い
つ　

２
月
19
日（
火
）〜
21
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

米
沢
市
役
所
１
階　

市

　

民
ホ
ー
ル　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

ロ
ビ
ー

●
内
容　

同
校
高
等
部
の
作
業
体
験

　

で
製
作
し
た
製
品
の
販
売

﹇
石
け
ん
班
﹈
よ
ね
よ
う
石
け
ん

（
は
ち
み
つ
ミ
ン
ト
、
竹
炭
、
ク
レ

　

イ
な
ど
）、
粉
石
け
ん

﹇
縫
製
班
﹈
布
製
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
バ

　

ッ
グ
、
布
小
物

﹇
木
工
班
﹈
木
製
ベ
ン
チ

﹇
窯
業
班
﹈
皿
、
カ
ッ
プ
等

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５-２１１１

●
主
催　

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
会

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
真
こ
ど
も
園　

山
本

☎
85

－

３
１
６
０

　   

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
の

　   

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
い
つ　

３
月
３
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

●
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

●
種
目　

混
成

（
４
名
以
上
８
名
以
内
）

﹇
コ
ー
ヒ
ー
班
﹈
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ

　

コ
ー
ヒ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

　
東
日
本
大
震
災

　
第
９
回
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

　

今
年
も
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
黙
祷
と
、

復
興
に
向
け
今
も
な
お
が
ん
ば
っ
て

い
る
方
々
へ
気
持
ち
を
届
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
９
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜

●
ど
こ
で　

広
野
広
翔
館

●
そ
の
他　

飲
食
可
（
ア
ル
コ
ー
ル

　

少
々
可
）

【
問
い
合
わ
せ
】

金
田　

稔　

☎
85

－

１
６
１
１　

   

愛
真
こ
ど
も
園
＆
よ
つ
ば
こ
ど
も
園

   

卒
園
記
念
作
品
展

●
い
つ　

２
月
７
日（
木
）〜
22
日（
金
）

※
２
月
11
日
（
月
）
は
休
館

●
開
館
時
間　

﹇
平
日
﹈
①
午
前
９
時
〜
昼
12
時

　
　
　
　

②
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

﹇
土
日
﹈
午
後
１
時
〜
６
時

●
入
場
料　

無
料

催

し

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

２
月
26
日
（
火
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局

守
谷　

☎
０
９
０

－

１
４
９
２

－

５
４
６
７

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

神
明
ア
パ

ト

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

　

６
８

－

１
０

●
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

●
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
＋
６
＋
４

　

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

広
告

0238-87-8000

　１月 21 日、白鷹ロータリークラブ様（三
浦信英会長）より、町の発展のために使って
ほしいと、５万円を寄附いただきました。こ
れからのまちづくりのために有効に使わせて
いただきます。ありがとうございました。

白鷹ロータリークラブ  様

― 町への寄附に感謝 ―
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広
告

広
告

●募集職種及び募集人員　
　事務局員…１名
●応募資格（①～③のすべてに該当する方）
①町内に住所を有する方、または平成 31 年４月１
　日までに町内に住所を有する予定の方
②普通自動車運転免許所持者で運転経験のある方
③パソコン操作ができる方（ワード・エクセル等）
●受付期間　２月 26 日（火）まで
　※ 受付時間は午前８時 30 分～午後５時 15 分
●申込場所
　東根地区コミュニティセンター
※受付期間内必着で郵送も可
●提出書類　事務局職員採用試験申込書（指定様式）
※募集要項及び申込書は、東根地区コミュニティセ
　ンターに備えてあります。また、ホームページか
　らもダウンロードできます。
●選考方法　面接試験　
［期日］３月３日（日）（※ 詳細は別途通知）
●合格者の発表　３月５日発送予定
※全受験者に対し、合否にかかわらず通知

●雇用期間
　平成 31 年４月１日～平成 32 年３月 31 日
●業務内容
　地区経営主体が行う各種事業の運営、コミュニテ
　ィセンター施設及び設備の維持管理、事務局長の
　補佐、地区の活性化に関すること
●給与　月額 160,000 円
※時間外手当及び通勤手当は別規定による。
　健康保険及び厚生年金保険に加入。
●勤務日　原則として月曜日から金曜日
●勤務時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
●休日・休暇
　原則として土曜日、日曜日及び国民の祝日に関す
　る法律に規定する休日並びに 12 月 29 日から翌
　年１月３日までの年末年始　
※事業等により休日に勤務が必要な場合は勤務日を
　振り替える。なお、休暇は別規定による。
【申込提出先・問い合わせ】
［東陽の里づくり協議会］
　大字畔藤 6804 番地　☎ 85-2228

東根地区コミュニティセンターを管理運営する
地区経営主体の事務局職員を募集します

東根地区コミュニティセンターを管理運営する
コミセンで地域のために働

いてみませんか？

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

　

万
６
８
０
０
円
〜
３
万
２
９
０
０
円

宝
前
町
住
宅

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５
５

　

０
２

－

１
４

●
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

●
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
６

　

畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

　

万
６
１
０
０
円
〜
３
万
１
７
０
０
円

共
通
事
項

●
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

●
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

　

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の

　

基
準
以
下
で
、
原
則
と
し
て
同
居

　

す
る
親
族
が
い
る
方
及
び
暴
力
団

　

関
係
者
で
は
な
い
方

●
入
居
可
能
日　

３
月
下
旬

●
募
集
期
間　

２
月
15
日
（
金
）
〜

　

２
月
25
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

●
申
込
方
法　

平
成
29
年
分
、
30
年

　

分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な
ど

　

入
居
者
全
員
の
所
得
が
わ
か
る
書

　

類
、
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
書

　

類
及
び
本
人
確
認
書
類
等
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。（
申
込
者
の
要
件
に

　

よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。）
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０
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お

し

ら

せ

　
　
子
育
て
支
援
住
宅

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
７
３

　

４
１
番
地

●
募
集
戸
数　

１
戸
（
白
鷹
町
外
在

　

住
者
向
け
）

●
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
寝
室
２
部

　

屋
＋
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ

　

チ
ン
＋
浴
室
）

●
家
賃

・
２
子
ま
で
を
扶
養
す
る
世
帯

　

…
３
万
５
０
０
０
円

・
３
子
以
上
を
扶
養
す
る
世
帯　

　

…
３
万
円

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
資
格　

白
鷹
町
以
外
に
お
住

　

ま
い
の
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た

　

す
方

①
子
を
持
つ
夫
婦
世
帯
で
、
お
子
さ

　

ん
が
現
在
小
学
校
就
学
前
で
あ
る

　

こ
と
（
１
人
以
上
）

②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基
準
に
準

　

じ
、
世
帯
の
月
額
所
得
の
合
計
が
31

　

万
３
０
０
０
円
を
超
え
な
い
こ
と

③
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と

●
期
限
付
入
所　

１
番
下
の
お
子
さ

　

ん
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
３

　

月
31
日
ま
で
入
居
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
15
日
（
金
）
〜

　

２
月
25
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

●
入
居
者
の
決
定　

３
月
中
旬
（
申

　

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り

　

決
定
し
ま
す
）

●
入
居
可
能
日　

３
月
下
旬

●
申
し
込
み　

平
成
29
年
分
、
30
年

　

分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
住
民

　

票
謄
本
、
入
居
予
定
者
全
員
の
最

　

新
の
所
得
課
税
証
明
書
、
市
町
村

　

民
税
納
税
証
明
書
を
準
備
の
う
え
、

　

建
設
水
道
課
管
理
係
ま
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

　
　

山
形
県
立
農
林
大
学
校

　
「
研
修
生
」
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
を
対

象
に
し
た
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
コ
ー
ス　

新
規
就
農
支
援
研
修

（
基
礎
コ
ー
ス
、
実
践
コ
ー
ス
）

●
研
修
期
間　

１
年
間
（
平
成
31
年

　

４
月
〜
平
成
32
年
３
月
）

●
募
集
人
員　

新
規
就
農　

50
名

●
研
修
先　

農
業
関
係
試
験
研
究
機

　

関
、
先
進
農
業
経
営
者
、
農
林
大

　

学
校
等

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
・
傷

　

害
保
険
・
宿
泊
等
の
必
要
経
費
は

　

自
己
負
担
）

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

　 

元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ

　 

の
ご
案
内

　　

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

軽
ス
ポ

ツ
と
ス
ト
レ

チ
研
修
会

●
い
つ　

３
月
３
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

●
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ワ
ナ
ゲ
・

　

ペ
タ
ン
ク

●
講
師　

海
老
名
ま
ゆ
み　

氏
（
白

　

鷹
町
主
任
保
健
師
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ

【
問
い
合
わ
せ
】

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
紹
介

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
は
、
誰
も
が
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
団
体

・
グ
ル
ー
プ
活
動
（
社
会
教
育
活

動
）
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が

損
害
保
険
各
社
と
協
力
し
て
作
り
上

げ
た
、
小
さ
な
掛
金
で
大
き
な
補
償

が
得
ら
れ
る
公
益
目
的
事
業
で
す
。

●
対
象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活

　

動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
・

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う

　

４
名
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
・

　

グ
ル
ー
プ

●
補
償
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日

　

午
前
０
時
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

　

昼
12
時

※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、

　

加
入
手
続
き
の
翌
日
午
前
０
時
か

　

ら
が
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。
終

　

期
は
３
月
31
日
昼
12
時
ま
で
で
す
。

●
申
し
込
み

﹇
加
入
申
込
書
﹈
白
鷹
町
教
育
委
員

　

会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
ま
た
は
山
形

　

銀
行
荒
砥
支
店
窓
口
に
備
え
付
け

　

の
加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

﹇
ネ
ッ
ト
加
入
﹈「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」

　

で
会
員
登
録
後
、
名
簿
を
作
成

　

し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま

　

た
はPay-easy

に
て
掛
金
を
お

　

支
払
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

﹇
加
入
に
関
し
て
﹈

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
形
支
部　

　

☎
０
２
３

－

６
４
２

－

８
３
２
１

﹇
保
険
内
容
に
関
し
て
﹈

　

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

　

☎
03

－

３
５
１
５

－

４
３
４
６

全国瞬時警報システム（Ｊアラートシステム）
の全国一斉情報伝達訓練の実施について

　現在、音声告知システムを設置している全ての施
設（各保育園及び認定こども園・各小中学校・各地
区コミュニティセンター等）へ情報の伝達訓練を行
います。
●全国一斉情報伝達訓練

　２月20日（水）午前11時ころ
※気象・地震活動の状況等によっては訓練が中止に
　なる場合があります。

【問い合わせ】総務課防災管財係　☎85-6122

気象・地震活動の状況等によっては訓練が中止に

《放送内容》

 ①上りチャイム音

 ②「これは、Ｊアラートのテストです」×３
 ③「こちらは、白鷹町です」

 ④下りチャイム音

　　 広報しらたか   2019. 2 30

２月・３月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所
を開催しています。お気軽においでください。
「いきいき百歳体操と茶話会」

●日　程　２月 15日（金）・３月１日（金）・
　８日（金）・15日（金）・22日（金）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円（３月１日は 300 円）
「いきいき百歳体操と茶話会と会食会」

●日　程　２月 22 日（金）・３月 29 日（金）
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　500 円（食事代含む）
「趣味活動・茶話会」

●日　程　２月 26 日（火・お口の体操とパ
　ンケーキづくり）・３月５日（火・音楽に
　合わせて体とお口の体操）・12 日（火・ど
　っこいしょ体操とタペストリーづくり）・
　26 日（火・どっこいしょ体操とタペスト
　リーづくり）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回200円（２月26日は300円、
　３月５日は 500 円）
［特別企画］「笑いヨガ」

●日　程　２月 19日（火）・３月 19日（火）
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　500 円
※時間はいずれも午前 10時～昼 12時
【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

２月開催「のどかカフェ」

　誰もが気軽に参加できる場として「のどか
カフェ」を開催しています。お茶を飲みなが
ら参加者同士で認知症や介護、介護予防、健
康づくり等について情報交換をしています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　２月27日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。
【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　
☎86-0112

☎☎

町防災情報テレホンサービス   
専用番号　☎８５-３８９８

　屋外拡声器からの放送内容（例：緊急地震速報、
気象警報、ミサイル発射情報ほか）を電話にて確認
できます。（※各地区コミュニティセンターからの
イベント情報等は確認できません。）

置賜定住自立圏共生ビジョン（案）へ
皆さんのご意見をお寄せください

　昨年６月、米沢市と置賜２市５町の間で「置賜定
住自立圏形成協定」の締結を行いました。これを受
けて、現在米沢市が中心となって、置賜地域におけ
る定住自立圏の将来像や、その実現のために圏域の
市町が連携して推進する具体的な取組内容をまとめ
た計画である「置賜定住自立圏共生ビジョン」の策
定を進めています。
　このたび、同ビジョン案について皆さんからの意
見を広く募集します。
●計画案の閲覧場所
・町ホームページ（http://www.town.shirataka.lg.jp）
・役場企画政策課（役場２階）
●意見等の提出方法
　任意の様式に、①意見②住所③氏名④電話番号を
　記入のうえ、郵送・FAX・電子メールのいずれか
　の方法でお送りください。
●提出先
　〒 992-8501　米沢市金池五丁目２番 25 号
　米沢市役所総合政策課
　[FAX]0238-24-4540
　[mail]seisaku-ka@city.yonezawa.yamagata.jp
●募集期間　２月 20 日（水）～３月 11 日（月）  
【問い合わせ】
米沢市総合政策課　☎ 0238-22-5111（内線 2801）

﹇
事
故
等
の
連
絡
先
﹈

　

東
京
海
上
日
動
東
北
ス
ポ
ー
ツ
安

　

全
保
険
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
１
２
０

－

７
８
９

－

０
３
７

天
皇
陛
下
御
即
位
30
年
を
お
祝
い

   

す
る
記
帳
所
の
設
置
に
つ
い
て

　

天
皇
陛
下
御
在
位
30
年
記
念
式
典

に
併
せ
、
次
の
と
お
り
記
帳
所
を
設

置
し
ま
す
。

●
設
置
日　

２
月
24
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
設
置
場
所　

役
場
１
階
日
直
室
前

※
裏
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
総
務
係　

☎
85

－

６
１
２
０
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●すくすく発達相談会

　子どもの発達発育に詳しい専門家（臨床心理士）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会場：健康福祉センター

※要予約。相談を希望する方はお問い合わせください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

　　　　　　課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

27 日
（水）

午後１時～４時の間で
一人１時間程度

幼児から小学生程度の
児童とその保護者

●乳幼児健診

会場：健康福祉センター

持ち物：母子健康手帳、問診票、バスタオル、交換用  

　　　　オムツ、その他お子さんに必要なもの

※対象の方には郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記入  

　しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に人

　にうつる可能性のある病気（みずぼうそう、インフ

　ルエンザ、突発性発疹、とびひなど）にかかったり

　したときは事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

期日 健診 受付時間 対象児

６日
（水）

３カ月児
午後１時
　～１時 15 分

平成30年 11 月生まれ

９カ月児
午後１時 15 分
　～１時 30 分

平成30年５月生まれ

13 日
（水）

１歳児６
カ 月 児

午後１時
　～１時 20 分

平成 29 年７月
　　 ～８月生まれ

 ３月 の子育てページ

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

［３月の予定］

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

期日 時間 イベント

５日（火）
午前10時15分～11 時 赤ちゃん広場身体測定

午前 10 時～昼 12 時 育児相談日（要予約）

７日（木）午前10時15分～11 時 すこやか広場身体測定

12 日（火）午前11時15分～ 誕生会

14 日（木）午前 10 時 30 分～ おばあちゃんの読み聞かせ会

15 日（金）午前 10 時～
おわかれ会（要予約）
※３月８日（金）締切

27 日（木）午前 10 時～
おやつ作り講座

（要予約・先着 10 組）
※３月 20 日（水）締切

つぶ
やき

さく
らの
保育
園

　年中児が“張り子気球”の制作をしたときの会話。

 保 「これに乗ったら気持ちいいだろうね。これに乗

      ってどこに行ってみたい？」

Ｂ子「ディズニーランドの35周年に行ってみたいな～」

Ｃ男「俺はハワイにご飯食べに行きたい！」

Ａ子「私は気球に乗ってお空の上に行ってみたいな～」

 保 「わー素敵！誰と乗っていくの？」

Ａ子「Ａ子と、ママとパパと、妹とお兄ちゃんと爺ちゃ

　　　んと婆ちゃんとあと、おばんちゃ！家族みーん

　　　なで乗っていくよ。」

 保 「みんなで何しに行くの？」

Ａ子「あのね、おじんちゃに会いに行きたいんだぁ。

　　　おじんちゃは空の上の天国に行っちゃったから

　　　また会いたいんだもん！」

●離乳食教室

会場：健康福祉センター

内容：離乳食の進め方、調理実習、試食と懇談

参加費：200円（調理実習費）

持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角巾、筆記用具

保育：お子さんと一緒に参加できます。希望される方

　　　は、申し込み時にご予約ください。

申込締切：３月12日（火）［電話予約］

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

　　　　　　課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

19 日
（火）

午前 10 時～ 11 時 30 分 離乳食を学びたい方

●マタニティクラス（両親・祖父母学級／後期）

会場：健康福祉センター

内容：あかちゃんの栄養・お風呂の入れ方・お産の経

　　　過・子育てと家族の役割など

持ち物：母子健康手帳、前期の資料

申込締切：３月12日（火）［電話予約］

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

　　　　　　課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

15 日
（金）

午後１時 30 分
～４時

平成 31 年４月～７月に出産予定
の方及び家族

 ３月 の健康カレンダー

●らくらくスマイル教室

　健康づくりのための体操をしています ｡日頃の運動

不足・ストレス解消のため、ぜひご参加ください ｡

［昼の部］

日時：５日（火）・19日（火）午後１時～２時30分

※冬期間（12月～３月）は時間が変更になります。

　午後１時30分～３時 ⇒ 午後１時～２時30分

内容：ゴムバンドトレーニング、肩こり・腰痛・膝痛

　　　予防ストレッチ　ほか

［夜の部］

日時：13日（水）・27日（水）午後７時～８時30分

内容：最新トレーニング法、体力レベルチェック、サ

　　　ーキットトレーニング④　ほか

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

●窓口業務時間延長（午後７時まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談
日時：６日（水）午後２時～４時

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室
日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会
総会開催日：22日（金）午後３時～

受付締切日：８日（金）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談
小児救急（15歳未満）：

プッシュ回線・携帯電話＃8000 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS023-633-0299
大人の救急（15歳以上）：

プッシュ回線・携帯電話＃8500 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS023-633-0799
日時：毎日午後７時～ 10時

 ３月 の窓口延長・相談日・開催日

●３月１日～７日は「子ども予防接種週間」です
　４月から入園、入学、進級するお子さんまたは社会

人となるお子さんの保護者の方は、お子さんの予防接

種歴を確認いただき、未接種のものがある場合は、こ

の機会に接種を受けましょう。

［特におすすめしている予防接種と対象となるお子さん］

・麻しん風しん：１歳、年長児

・２種混合：小学６年生

・日本脳炎：３歳、４歳、９歳～ 12歳、18歳

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

●３月１日～８日は「女性の健康週間」です
　女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を

自立して過ごせるよう、健康づくりを広げる機会とし

て「女性の健康週間」を定めています。

　心身ともに健康であるためには、正しい知識を持ち、

からだからのサインを見逃さないようにすることが大

切です。この機会にぜひご自身の健康について考えて

みましょう。

●３月は自殺対策強化月間です
《こころの健康相談》

　臨床心理士による個別相談です。

日時：３月５日（火）午前 10 時 30 分～

※要予約。お早めにお申し込みください。

会場：健康福祉センター（希望により家庭訪問も可）

《講演会》

　うつ病の予防や身近な方がうつ病になったときの声

のかけ方など、和やかな雰囲気の中ご講演いただきます。

日時：３月 11 日（月）午後１時 30 分～３時

会場：健康福祉センター　すこやかホール

演題：今日から始めるこころの健康づくり

　　　～うつ病予防について～

講師：土屋智彦　氏

　　　（米沢こころの病院精神科認定看護師）

申込締切：３月４日（月）

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

♥こころの健康について考えて
みませんか？
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午前９時～午後５時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

３月までの休館日
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●

年会費2,000 円 で３つの特典（税込）

特典１

特典2

特典3

観覧料 200 円のギャラリー展示は
無料（何回見ても可）

観覧料 201 円以上のギャラリー展示
は 200円引き

あゆーむホールの有料イベントは
チケット料金を500円引き

（会場での本パスポート提示により 500円を返金）

（団体割引との併用は不可）

あゆーむまでお申し込みください

３月１日より受付開始  

※ 有効期限：毎年４月１日～翌年３月３１日
※ パスポート登録者本人のみ有効
※ あゆーむが主催あるいは共催する事業に限ります
※ あゆーむカレッジの事業（うたごえ喫茶・アー
トキッズ団 など）は適用外です
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表紙の写真

▼エサとなるものがあれば食べに来る。危険と感じれ

ば攻撃する。野生鳥獣にとっては、それが生きるため

の当たり前の行動だと改めて気づかされました。た

だ、人には人の、鳥獣には鳥獣の生きる場所がありま

す。今回の特集が、皆さんにとって野生鳥獣を考える

きっかけとなればうれしいです。収穫しない果樹や野

菜、家庭で出た生ゴミなど、野生鳥獣を誘い寄せるも

のは放置しないよう、ご協力をよろしくお願いします。

▼全国でインフルエンザが大流行していますが、皆さ

んは大丈夫でしょうか。幸い、流行に疎い私は元気で

すが、周りの人が感染したりするとやはり怖いですね。

私の場合、締切前に感染なんかしたら…と思うとゾッ

としますが、今は無事に本号が発行できてホッとして

います。ただし、気の緩みがウイルスを誘い寄せる要

因になると思います。引き続きうがい手洗いやマスク

着用を基本に、このまま流行に乗ることなく、取材先

で元気な皆さんにお会いしたいと思います。（てづか）

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 １月１日～ 31日届出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●まちの人口

　（平成 31 年１月 31 日現在／（　）は前月比）

 ・人口　13,768 人（▲ 18）

　    　　 　　 男性　6,774 人（▲ 10）

 　  　　　　　女性　6,994 人（▲８）

 ・世帯数　4,727 戸（▲４）

　 鹿野　裕太　十王

　 大木　彩花　荒砥乙
♥

●ご結婚おめでとう

　 梅津　仁美　浅立

　 菅野ゆかり　天童市
♥

佐藤　七男（91） 十王

関　　英男（71） 鮎貝

大宮　秀子（86） 荒砥甲

安部　九郎（86） 荒砥甲

鈴木　和彌（91） 広野

新納なつゑ（96） 荒砥甲

中村　正一（80） 鮎貝

土屋　光子（83） 箕和田

工藤　　仁（78） 荒砥乙

●おくやみ

梅津　　彰（66） 鮎貝

今野　やす（71） 高玉

安部　要吉（72） 下山

小林　勇男（81） 荒砥乙

佐藤　ゑい（92） 中山

新野　二男（74） 広野

川井　恒子（88） 畔藤

海老名きち（86） 滝野

　 髙橋　佳臣　浅立

　 佐藤　洋子　十王
♥

♥
　 広川　悠太　荒砥乙

　 宝澤　美衣　山形市

　 菅間　辰芳　畔藤

　 樋口　奈夏　飯豊町
♥
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 白鷹学講座 2018　パート５】  映画上映会

  場無料　（整理券が必要です）

 整理券取り扱い

白鷹町教育委員会　白鷹町中央公民館　各地区コミュニティセンター

白鷹町産業センター　白鷹町文化交流センターあゆーむ

主催：白鷹学講座委員会　白鷹町教育委員会　白鷹町中央公民館

問い合わせ　白鷹町教育委員会生涯学習・文化振興係　電話0238-85-6146

時間　14：00～（13：30開場）　
会場　白鷹町産業センター（パワーセンター白鷹）

 端修一さん 90歳、栄子さん87歳。風と雑木林と建築家夫婦の物語

 愛知県春日井市。 ニュータウンの片隅の雑木林に囲まれた一軒の平屋。 建築家

の修一さんが建てた家を彩る、 四季折々のキッチンガーデンの野菜と果物は、 栄子

さんの手で美味しいごちそうに変わります。  長年連れ添った夫婦の暮らしは細やかな

気遣いと工夫に満ちていました。

 本作は , 東海テレビドキュメンタリー劇場の作品として作られました。  ナレーションを

務めるのは女優 ・ 樹木希林。 ふたりの来し方と暮らしから、 この国がある時代にあき

らめてしまった本当の豊かさへの深い思索の旅がゆっくりと始まります。

　映画 「人生フルーツ」 は、 素敵なじいじとばあばからの、 次世代に届けるやさしい

メッセージかもしれません。   ふたり合わせて 177 歳の青春物語は、 若い方から年配

の方まではばひろい世代に感動を与えてくれます。 ぜひ、 皆さんでごらんください。

期日　 成31 年 3 月 3日（日）

人生は、 だんだん美しくなる。

 016 年・91 分・（c）東海テレビ放送
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